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             ※茨城県就学前教育・家庭教育推進室だよりから抜粋 

【茨城県】（就学前教育・家庭教育推進ビジョン） 

「幼児期に育ってほしい子どもの姿 ７項目」 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文部科学省ＨＰから抜粋                          

幼児教育の推進体制構築事業 

1．事業の趣旨 

  幼児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、この時期に質の高い幼児教育が提供される

ことは極めて重要である。しかし、現状において、幼稚園、保育所、認定こども園等の幼児教育施設の教職員に対す

る研修体制を始め、地方公共団体における幼児教育の推進体制は必ずしも十分でない。幼稚園、保育所、認定こども

園等を通して幼児教育の更なる質の向上を図るため、各施設等を巡回して助言等を行う「幼児教育アドバイザー」の

育成・配置や地域の幼児教育の拠点となる「幼児教育センター」の設置等により、地方公共団体における幼児教育の

推進体制を構築するための調査研究を行い、その成果を普及する。 

 

 

                       

① 健康な心と体で豊かに遊ぶ子ども 

② 自分のことを自分で行おうとする子ども 

③ 早寝早起き朝ごはんなどの生活習慣を身に付け，あいさつのできる子ども 

④ 自然と触れ合い，命を大切にする子ども 

⑤ 自分や家族を大切にしながら他者を思いやるとともに，約束やルールを守ろうとする子ども 

⑥ 生活や遊びを通した物事（物の性質や数量，図形，文字，標識等）への関心・感覚をもつ子ども 

⑦ 豊かな感性とそれを表現できる言葉などをもち，自分の考えや思いを様々な方法で伝えようとする子ども 


